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回答者 29 人中 15 人（51.7％）がその理由とし
て「負荷（手間）が大きい」を上げており、次




が 1 人（3.4%）、「その他」は 8 名（27.6%）となっ
ていた（表１）。








者が 70 人中 23 人の 32.9%、ないと回答した者






















































































「少しは活用する」17 人の合算）が 70 人中 31
人（44.3%）に過ぎなかったことは、当該評価
基準を改善する必要性および当該基準を用いた
自己評価の費用（労働）対効果が高まるシステ
ムのあり方を検討する必要性を示すものといえ
よう。
Ⅴ．おわりに
本調査は県第三者評価基準の改善が必要な内
容を把握する目的で実施したものではなかった
ため、その内容に関する改善点等を把握するこ
とはできなかった。今後は、本調査結果等を踏
まえ、県第三者評価基準および国が示している
評価基準の内容に関する課題を詳細に把握する
必要がある。
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